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〇日本固有/柑橘や漾とたちばな 


夜，東、鼠田 材 


本固有/柑橘やまとたちば.な 


此ガ成書トナリテ世-1出ヴル -I 至 
ナイ私ハ多年心血ヲ灑イデ編纂セ 
君ノ爲メ -I 祈ルノデアル何ヲ言へ 
多分刊行ノ良策ハ容易-1見出シ兼 
世—無イデアロゥカ、同君'ハ■又柑橘ノ 
■ツタモノデ誰レモ彼レ.モ皆同君ノ 
スル牧野富太郞識ス 

舊史ヲ.按ズル- 1 我ガ國_ 1 4 

















-本固有ノ1#橘やまとたちばな__ 

シーブ大正六年ヲ溯ルコト實ーニー千十有三年前ノ事ナリシ 

而シテ尙ホ太古神代ノ世- i 溯リテ之ヲ推考スレバ我ガ國開闢以來年ヲ閱 〆 コト玆二其幾千萬ナル ヲ知ラ ズ蓋シ 
太古以來草木ハ旣二蓁々トシテ榮 H 欝々トシ.テ地上ヲ掩ヒ當時人類亦旣！一其間-一棲息セシコトハ敢テ佘ノ言ヲ 
待タザ A 所ナリ然 〆 二往古蒙昧ノ世、人口稀少交通ノ便未ダ備ぐフズ且文字未ダ開ヶズ百般ノコト只口碑-一相 
傳へ記錄ノ據テ以テ徵スべキモノアラザレパ素ヨリ之レヲ確ムグーー由ナシト雖我ガ國四面海ヲ環ラ V 加フ，一一 
氣候溫暖一 I シテ百花草木悉ク蕃茨セザ，ノ地ナキヲ以テ之レヲ觀レ V 當時旣一一野生-ノ植物卜共 -1 秕類亦其間-一 
雜植 セラ レシコト乂今ヨリ之レヲ想像スルモ敢テ正鵠ヲ失ハザ 〆 二庶幾 カラン カ 

尙ホ舊記二據ジテ往古神代ノ事ヲ按ズルーー素盞嗚尊八十餘種ノ果樹ヲ栽サセ賜ヒ其ノ息五十猛ノ神更 -1 八十木 
種卜果樹トヲ蕃殖セシメラレタ，等ノ事アレ パ 此等ノ種類中柑類一一屬ス，者モ赤之レアリシ事ハ蓋シ疑ヲ容レ 
ズ余ハ少壯ノ時ヨ9柑橘並-一其他ノ果樹ヲ專攻シ屢本邦各地ノ山野ヲ跋涉スルコト旣二幾回ナ，ヲ知ラズ而シ 
テ南ハ遠ク海路ヲ隔ーブ、八丈、小笠原島ノ諸島ヲ周遊シ延テ西南ノ諸島-一及ビ屋久島"種子ヶ島、大島及ビ琉 
球等ヲ經テ臺灣-一渡リ到 〆 處ノ地、柑橘ノ異種奇品ヲ產スルモノ其數實一一幾十種アルヲ究メタリ 
顧ミテ九州-一航シ肥後、肥前、薩摩ヲ經テ日向-一渡リ到ル處柑橘雜種ノ奇品ヲ發見スグモノ頗 〆 多シ殊」一舊飫 
肥藩領折生迫以南海岸ヲ經テ舊高鍋藩領福島地方-一至ルマデ其間凡ソニ十四里氣候極メーズ温暖-1シク冬月卜雖 
殆ンド霜降ノ憂ヒヲ見ズ故二苦橙、柚子ノ類山中處々一一野生シテ他ノ樹木卜相異ナルコトナシ就中南部市木材 
ノ如キハ海岸松林ノ間橘樹ノ自生頗ル多ク累々タグ黃果ハ日月卜光ヲ爭ヒ實二始メーズ之レヲ目擊セシモノハ覺 
エズ手ヲ拍テ快卜呼パザ A モノアラザランヤ此橘樹ハ即チ柑橘一種ノ元祖-ーシテ全.ク本邦原產〜品種ナリ因テ 
佘ハ自ラ之 V 一一尊キ新名ヲ與ヘーグ大和橘卜稱セリ而シテ牧野富太郞氏ハ曾ク之ヲ土佐二得 Jr 當時之ヲやぶたち 
ばな卜命名セラレタ，コト同氏ノ手記-一見ユ 
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野生 ノ /2ちばな 卽チやまとたちばな一名やぶたちばな (縮 圖) 

(明治二十五年一月牧野©太郎氏寫生、土佐高岡郡カラ谷自生品) 


佘ハ宮崎縣一一在リテ職ヲ奉ズルコト十餘年屢市 
木材:-赴キ滯留月餘常二公務ノ餘暇ヲ以テ柑橘 
/所在ヲ探索シ此一一於:. r 力始テ上'-:記ス 〆 所ノ 
0•品種ヲ發見シ眞二我國固有ノ枇橘トシテ偏二賞 
MAKI 賛措カザル所ナリシガ其後住地ヲ東都-一移シテ 
na ヨリ機_|觸レ此等ノ事蹟ヲ以テ學兄 牧野 富太郞 
Chiba 氏一一談ジ近時又之ヲ農學士田中長三郞氏一 . 談ジ 
Tac タリ 牧野 氏ハ土佐佐川ノ人ナリ曾テ土佐自生ノ 
var . 橘ヲ明治二十九年發行ノ日本園藝雜誌第七十五 
號二揭テ其說ヲ世二公-!セリ即チ佘輩ノ品卜同 
ーナリ(今其圖ヲ上—揭グ)其後田中氏ハ態.々弊” 
1廬一一來リ滯留數日種々 ノ 柑類ヲ硏究シ同年同氏 
| ハ 九州-一渡 9 テ 親 シク 自生ノ地ヲ實踐シ眞-一佘 
ci ガ說ノ妄ナラザ，ヲ確メラレタ，ぐ亦斯道-熱 
心ナ 〆 學士卜謂フべキナリ 
佘ガ此本邦 固有 ノ 自生 橘ヲ發見シ タ 〆 ハ 實二明 
治二十 年六月 十五日-ーシテ大正 六年ヲ溯ル コト三十年前ノコ トナ リシ即チ此日材吏ヲ伴ヒ市木村字石 波 浦二至 
，老松天ヲ孽シ樹下欝塞ス中-一點❖自生ノ柑橘アリ枝葉稠密最モ濃綠色ヲ呈 セリ 

此地冷泉アリ^ I 卜云フ冷泉能ク鐡ヲ含ミ病ヲ治ス舟律他人ナ，モノ浴室ヲ松下一一設ケタ客ヲ招ク四方其名ヲ聞 



一本固有ノ桃橘やま.とたちばな_ 
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■ 5 本固有ノ柑橘やまとたちばな _ __ I 

テ浴客常-一斷ユ 〆 コトナシ此邊亦種 ❖ ノ奇柑多シ山住熊吉、松下末吉兩氏ノ.家ヲ敲キタ邸內 S 柑類ヲ觀ル枝葉 
地-一委シ顔 〆 豐產ノ兆ァリ是レ天然-一放住セ 〆 栽培ナリ殊_一松下氏ノ庭園二存スルモノハー種ノ甜橙ニンテ俗 
-1 唐蜜柑卜稱.スルモノ是ナリ地上ヲ距 A コト六尺五寸\處-一於夕周圍六尺、高サ六間餘枝條四方-擴ガ义壯大 
驚クべシ該樹年ヲ經 〆 コト百六十餘年、實ヲ結ブ=6ノ歲每_一一萬二千顆乃至'一萬六千顆二至ルト云フ實. - I 甜橙 

類中日本第ー ノ互樹 .卜稱スぺキナリ是一一由テ 之ヲ觀 
レパ古來此地ノ柑類-一適當ナルコト亦以テ其 r 斑ヲ 
知火-一足ルべ-;/卜思へッ 

KINO . 其後明治二十三年三月故農學士田中節三郞氏バ M 人 
m クーペリ■ュース氏ヲ伴ヒ m 那珂郡一一來リ地ヲ板敷材 
|肌 -1 相シ幾那樹等ノ熱帶植物ヲ試植セリ當畤佘亦之レ 
ftchibl 二關シ屬同氏卜相往來シ s _ 一植物ノ硏究ヲナセシガ 
r.Tag 一日 佘ふ大和橘ノ事ヲ以テ同氏一一語ジ：シーー氏ハ大一一 
E . vamestl 之ヲ奇トシ翌日發程シテ市木材二赴キ相共一一枝葉ヲ 
1 ado 集メテ措葉トナシ余ハ今尙ホ之ヲ保存セリ 
11今左-一^<和橘ノ形狀性質及ビ其他ノ事項ヲ揭ゲテ以 
E テ讀者ノ參考ーー資セントス 

1 .【産地】日向國南那珂郡市木材字石波浦(其他種子 
r ケ島、土佐長岡郡新改射字白岩、同高岡郡.カラ谷 

等ニモアリ). 


東京赤坂氷川神社ノ普通ノたちばな(縮圖) 
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【名稱】大和橘(田#利親命名)、藪/ 2 ちばな(牧野富太郞氏命名) 

【形狀】細 小： 扁圓 形.： ' T シ'ー プ 上下凹： a 恰モ普通ノ橘 C 前頁 ノー 寫眞 V 品).ノ觀ヲ'.ナス 
E 色澤】黃余色：-、 V ブ肌膚滑澤頗グ光顧ヲ有：ス 
【重量】五六溆乃.至八九^ 

【周回】」三寸乃至四寸 

【蒂】扁平—..シ.テ綠色突隆シ其他#附着ノ邊ハ最モ滑澤美麗ナリ 
【臍】. 扁圓.-シ. テ少.シク 小凹 ヲ呈ス . 

【油胞.3微細：''緻密、陷凹針痕ノ狀,?口壬ス 
【縱徑】六.分乃至八分 
【橫徑】.一寸乃至一寸.一一牙 

【外 波】皮/..:厚サ薄许 £ ,分厚キニ.こ分許-ーシテ顧ル剝雕シ易 、〆 

【中心】 貫孔 - E 大-ーシテ白色ノ纖維蒂部 ヨリ臍-一向 テ貫通セリ 

【瓤囊】七八猎乃至十個分離最モ容易一ーシテ外ヨリ內部ノ種子ヲ透見スベン 

【沙瓢】白色柔軟ニシテ短.ク且ッ大小最モ不齊ナ■リ 

【漿液3甚ダ.僅少ナジ'或 >' 殆ンド無キモノアソ 

【香味一酸：味：峻烈一種.ノ.香氣アリ殆ンド食フべヵラズ 

【種子：一七 A 粒乃至十二三粒肥大-シク果ノ內部、ノ殆ンド種子ヲ以テ充塞セリ 
【刺針】枝染.ノ，間-多少强剛ナ 〆 短刺アレドモ亦殆ン，ドナキ.モノ多シ氣條二、ノ 
【枝朶】稠密濃綠ニシク普通ノ橘二比スレ V 頗ル强健ナヅ 


日本 固有/批橘 ，やまとたちばな 
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_斷枝片葉(其四)' : 

【葉】深綠色-シヲ稍厚ク頗ル光澤アリ邊綠一一不明ノ鈍鋸齒ヲ具フ 
【結實一結實豐富-一 i / テ常-一樹上-一存シ脫果スルコト少ナシ 
【熟季】十一月頃ヨリ黃色ヲ呈シ翌年一月頃 S リ最モ塵トナ 〆 

【貯藏】採取スダトキハ萎縮スル rl 卜最モ速カナリ ’ 

尙ホ此大和橘一一就 r ノ詳細ノ記事、ン余ガ將來1一公1 i スべキ日本柑橘全誌一一之ンヲ具セリ . 

〇斷枝片葉 (其四) 

牧野富太郞 

⑩ちやんぱぎく けし科-一屬スル大形ノ多年生草本一一たけにぐ S 卜云フ者ガアッテ山野-一生ズ VM 之ヲち 
ゃんぱぎく卜稱ス，其他尙さ、やき rs 、 おほかみ CS 、 おほかめだふし、ぅらじ k ： 等ノ名ガアル私ハ右ノち 
ゃんぱぎくハ蓋.シ占城菊ノ義デアルト思フ占城即 チチャ " fr ( Tsiampa ) ハ交趾支那(安南)/南部ノ地域デアル 
此草- »■* 固ヨリ同地カラ渡來シタ者デバ無論ナィガ形狀不類ノ大草本デア，カラ何處カラカ舶來シタ草デアルト 
誤想シ從來渡來ノ草木-一唐トカ朝鮮トカ或、ノ和蘭トカノ國名ヲ冠シテ呼ンデ居，樣-一右ノ占域ヲ頭一一加.へ夕者 
デハナカロゥ歟卜思フ又 if 卜云フノ ->' 其葉ガ分裂シテ略ボ菊葉二類スルカラソゥ言ッタ者デアロゥ人ニヨッテ 
ハ偶一一之ヲちゃんばんぎく卜呼ンデ居ルコトガアル又 r & v やき r 3 トハ其果穗ヲ震搖スダト耳語ク如ク音ガス 
，カラ斯> 言フデ/ナカロゥ歟卜思フ其音ノス，ノ U 細中ノ種子ガ见皮-一衝突スルカラデアル此草ハ其莖葉ヲ 
傷グト柑黃色ノ液汁ガ出ル毒草デアルガ民間デハ處ニヨッテ藥用-1供スルコトガア，小野蘭山ノ本草綱目啓蒙 
一一、ノ『根ハ長クシーブ黃色甚黃芩二似タリ故二古、ノ和ノ黃芩卜稱ス今モ切タグ黃 K 2 パコレヲ雜ユ藥肆ニサシコ 
ミト呼ブ』卜記シテアグガ今日デモソンナコトヲシ テ 居ル-カドゥカ、從來我邦/本草家ハ之ヲ本草綱目卷ノ十 















